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２
０
１
３
年
度
学
位
記
授

与
式
が
３
月
２０
日
、
本
学
体

育
館
で
挙
行
さ
れ
た
。
今
年

度
は
大
学
院
修
了
生
、
学
部

卒
業
生
合
わ
せ
て
３
９
３
人

が
学
位
を
取
得
。
母
校
や
恩

師
に
別
れ
を
告
げ
る
と
と
も

に
、
希
望
に
満
ち
た
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

初
め
に
博
士
後
期
課
程
を

修
了
し
た
理
工
学
研
究
科
の

工
藤
孝
之
さ
ん
、
千
葉
祐
太

さ
と
る

さ
ん
、
今
野
賢
さ
ん
、
修
士

課
程
総
代
の
菅
原
雄
太
さ
ん

（
理
工
学
研
究
科
）
、
渡
部

大
樹
さ
ん
（
経
営
学
研
究

科
）
に
学
位
記
を
授
与
。
続

い
て
学
部
総
代
の
齊
藤
愛
美

さ
ん
（
理
工
）
、
小
野
寺
里

穂
さ
ん
（
経
営
）
に
、
坂
田

隆
学
長
か
ら
学
位
記
が
手
渡

さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
川
島

記
念
学
術
賞
を
受
賞
し
た
７

人
に
、
日
髙
義
博
理
事
長
か

ら
表
彰
状
が
、
坂
田
学
長
か

ら
記
念
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ

た
。坂

田
学
長
は
式
辞
で
、「
東

日
本
大
震
災
後
の
困
難
を
乗

り
越
え
て
学
位
の
授
与
に
至

っ
た
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し

た
た

ま
す
」
と
卒
業
生
を
称
え
、

「
石
巻
専
修
大
学
の
評
価

は
、
石
巻
専
修
大
学
の
卒
業

生
が
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か

で
決
ま
り
ま
す
。
将
来
、『
私

は
良
い
大
学
を
出
た
』
と
言

え
る
よ
う
に
、
社
会
の
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
自
ら
を
磨
い

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
は

な
む
け
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

日
髙
理
事
長
、
甘
竹
秀
雄

校
友
会
長
の
祝
辞
に
続
き
、

修
了
生
を
代
表
し
て
工
藤
孝

之
さ
ん
（
理
工
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
）
、
学
部
卒
業

生
を
代
表
し
て
菊
地
洸
陽
さ

ん
（
理
工
）
が
謝
辞
を
述
べ

た
。
菊
地
さ
ん
は
「
熱
心
な

先
生
方
と
、
志
を
同
じ
く
す

る
仲
間
に
支
え
ら
れ
、
こ
の

４
年
間
は
好
き
な
こ
と
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
皆
さ
ん
に
恩
返
し
を
し

て
い
き
ま
す
。
卒
業
生
個
々

の
活
躍
が
、
復
興
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
た
。

式
終
了
後
、
学
科
ご
と
に

教
室
へ
移
動
し
、
学
科
主
任

か
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
学
位

記
が
授
与
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
は
、
仲
間
と
の
別

れ
を
惜
し
む
姿
や
、
後
輩
か

ら
笑
顔
で
送
り
出
さ
れ
る
姿

な
ど
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
た
「
卒
業
を

祝
う
会
」
に
も
多
く
の
卒
業

生
が
参
加
。
盛
大
に
卒
業
を

祝
っ
た
。

学
術
の
分
野
で
顕
著
な
成

績
を
収
め
た
学
生
に
対
し
、

卒
業
に
あ
た
っ
て
授
与
さ
れ

る
「
川
島
記
念
学
術
賞
」
の

１３
（
平
２５
）
年
度
受
賞
者
は

理
工
学
部
４
人
、
経
営
学
部

３
人
の
計
７
人
。
※
学
科
に

続
い
て
所
属
ゼ
ミ
・
研
究

室
、
出
身
校
、
進
路
の
順
。

◆
理
工
学
部
◆

鈴
木

佑
季
子
さ
ん

基
礎
理
学
科
、
宮
嵜
厚
研
究

室
、
秋
田
県
金
足
農
業
高
∥

Ｊ
Ａ
新
あ
き
た

菊
地

洸
陽
さ
ん

機
械
工
学
科
、
髙
津
宣
夫
研

究
室
、
青
森
県
三
沢
高
∥
小

松
製
作
所ま

さ
と
し

小
池

真
俊
さ
ん

情
報
電
子
工
学
科
、
安
田
隆

研
究
室
、
福
島
県
相
馬
高
∥

明
治
商
工

齊
藤

愛
実
さ
ん

学
部
総
代
、
生
物
生
産
工
学

科
、
玉
置
仁
研
究
室
、
宮
城

県
泉
高
∥
石
巻
専
修
大
学
大

学
院
理
工
学
研
究
科

◆
経
営
学
部
◆

小
野
寺

里
穂
さ
ん

学
部
総
代
、
経
営
学
科
、
竹

中
徹
ゼ
ミ
、
岩
手
県
水
沢
商

業
高
∥
Ｃ
Ｋ
Ｄ

た
い

し

伊
藤

大
志
さ
ん

経
営
学
科
、庄
子
真
岐
ゼ
ミ
、

山
形
県
新
庄
南
高
∥
マ
ツ
キ

遠
藤

匠
さ
ん

経
営
学
科
、
湊
信
吾
ゼ
ミ
、

宮
城
県
石
巻
商
業
高
∥
就
職

活
動
中

１
団
体
２
人
に

校
友
会
奨
励
賞

今
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た

「
専
修
大
学
校
友
会
『
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
振
興
基
金
』
学

生
奨
励
賞
」
に
１
団
体
２
個

人
が
選
ば
れ
た
。

文
化
部
門
は
経
営
学
部
・

石
原
慎
士
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
綿

引
将
太
代
表
∥
経
営
４
・
宮

城
県
石
巻
北
高
）
が
、
ス
ポ

ー
ツ
部
門
は
和
田
咲
良
さ
ん

（
経
営
４
・
宮
城
県
泉
館
山

高
・
硬
式
テ
ニ
ス
部
）
と
、

笠
原
拓
海
さ
ん
（
経
営
４
・

山
形
県
新
庄
東
高
・
硬
式
野

球
部
）
が
受
賞
し
た
。

１０
団
体
１１
人
に

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
、
課
外

活
動
な
ど
の
各
分
野
で
顕
著

な
結
果
を
残
し
た
学
生
を
表

彰
す
る
「
２
０
１
３
年
度
石

巻
専
修
大
学
学
生
表
彰
式
」

が
２
月
２８
日
、
森
口
記
念
館

で
開
催
さ
れ
、
１０
団
体
・
１１

個
人
に
坂
田
学
長
か
ら
賞
状

が
授
与
さ
れ
た
。

最
優
秀
団
体
賞
の
経
営
学

部
・
石
原
慎
士
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

は
、
石
巻
市
の
飯
野
川
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
な
ど
と
共
同

開
発
し
た
「
石
巻
飯
野
川
発

サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン
」
の
家

庭
用
商
品
化
を
実
現
。
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動
が

評
価
さ
れ
た
（
本
紙
５
１

４
、
５
１
５
号
既
報
）。

個
人
の
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
の
は
硬
式
テ
ニ
ス
部
の
和

田
咲
良
さ
ん
で
、
３
度
目
の

受
賞
。
今
年
度
は
東
北
学
生

テ
ニ
ス
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

大
会
の
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で

ベ
ス
ト
４
、
同
ダ
ブ
ル
ス
で

準
優
勝
。
４
年
連
続
で
イ
ン

カ
レ
（
全
日
本
学
生
選
手

権
）
出
場
を
果
た
す
な
ど
、

結
果
を
残
し
た
（
本
紙
５
１

４
、
５
１
６
号
既
報
）。

石
巻
地
域
高
等
教
育
事
業

団
特
別
表
彰
団
体
は
石
鳳
祭

実
行
委
員
会
が
受
賞
。
各
種

資
格
試
験
を
突
破
し
、
石
巻

専
修
大
学
在
学
生
キ
ャ
リ
ア

支
援
奨
学
生
に
選
ば
れ
た
２０

人
も
発
表
さ
れ
た
。

式
終
了
後
に
は
、
石
巻
柔

道
協
会
長
で
木
村
柔
道
館
館

長
の
木
村
清
徳
氏
に
よ
る
特

別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

就
職
活
動

サ
ポ
ー
ト

２
０
１
５
年
３
月
卒
業
生

に
向
け
た
企
業
の
採
用
活
動

が
本
格
化
し
、
本
学
で
も
進

路
支
援
係
が
多
様
な
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
、
学
生
の
就
職

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。

【
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
】

２
月
に
は
本
学
主
催
の
合

同
説
明
会
が
計
３
回
実
施
さ

れ
た
。
石
巻
市
の
石
巻
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
や
仙
台
市
の
ア

エ
ル
を
会
場
に
、
毎
回
１
０

０
人
を
超
え
る
学
生
と
、
６０

社
近
い
企
業
が
参
加
し
た
。

【
合
宿
型
就
職
面
接
セ
ミ
ナ

ー
】２

月
２２
、
２３
の
両
日
、
宮

城
県
松
島
市
の
ホ
テ
ル
松
島

大
観
荘
で
開
催
さ
れ
た
。
２

回
の
模
擬
面
接
∥
写
真
∥
と

参
加
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
の
ほ
か
、
学
生
同
士
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
、
参
加
し
た
３
年
次
生
１１

人
は
、自
己
理
解
を
深
め
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
面
接
に

慣
れ
る
に
は
回
数
が
必
要
だ

と
思
っ
て
参
加
し
た
。
漠
然

と
し
て
い
た
課
題
が
明
確
に

な
っ
た
」
「
他
者
か
ら
の
評

価
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
参
考
に

な
っ
た
」
「
専
修
大
学
の
合

宿
研
修
会
（
昨
年
１１
、
１２
月

に
実
施
）
に
参
加
し
、
改
善

し
て
き
た
こ
と
を
試
し
た
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
し
て

自
分
の
癖
を
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

相
馬
弘
年
（
そ
う
ま
・
ひ
ろ

と
し
）
理
工
学
部
教
授
（
基

礎
理
学
科
）
∥
在
職
２５
年
。

理
学
博
士
。理
工
学
部
長
、共

創
研
究
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
を

歴
任
。
担
当
は
固
体
物
理
学

な
ど
。

髙
津
宣
夫
（
た
か
つ
・
の
ぶ

お
）
理
工
学
部
教
授
（
機
械

工
学
科
）
∥
在
職
２３
年
。
工

学
博
士
。
担
当
は
メ
カ
ト
ロ

ニ
ク
ス
、
制
御
工
学
、
ロ
ボ

ッ
ト
工
学
な
ど
。

羽
田
紘
一
（
は
ね
だ
・
こ
う

い
ち
）理
工
学
部
教
授（
情
報

電
子
工
学
科
）∥
在
職
２５
年
。

工
学
博
士
。
図
書
館
長
な
ど

を
歴
任
。担
当
は
磁
気
工
学
、

情
報
電
子
工
学
概
論
な
ど
。

阿
部
康
一
（
あ
べ
・
こ
う
い

ち
）
経
営
学
部
教
授
∥
在
職

２４
年
。
育
友
会
主
任
な
ど
を

歴
任
。
担
当
は
教
育
心
理

学
、
教
育
学
演
習
、
教
職
演

習
な
ど
。

伊
藤
宣
生
（
い
と
う
・
の
ぶ

お
）
経
営
学
部
教
授
∥
在
職

６
年
。
経
済
学
修
士
。
経
営

学
科
主
任
な
ど
を
歴
任
。
担

当
は
経
営
学
総
論
、
経
営
戦

略
論
な
ど
。

社社会会ででもも自自己己研研磨磨をを社社会会ででもも自自己己研研磨磨をを

坂
田
学
長
が
式
辞

坂
田
学
長
が
式
辞

２０１３年度学位記授与式

▲ 希望に満ちた表情の卒業生たち

学
生
表
彰

５教員が
定年退職

川
島
記
念
学
術
賞

７
人
が
受
賞

▲ ３９３人に学位記が授与された

（１４）２０１４年（平成２６年）３月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５２２号


